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今回の特集では，近年目覚ましい変貌を遂げつつある呼吸器感染症診療の最

新の話題を，斯界でご活躍の p人の先生方に解説いただいた．

高橋進先生らは，東日本大震災を中心に災害時の呼吸器感染症についてまと

められた．震災直後インフルエンザの大規模アウトブレイクはなく，むしろ細

菌性肺炎の患者が目立ったことなど様々な分析をされ，震災直後からの病々連

携の重要性を指摘された．

関雅文先生は，「医療・介護関連肺炎(NHCAP)ガイドライン」を紹介され，

この NHCAP という概念が，高齢化社会において，悪性腫瘍と同様に，肺炎

にも「ターミナルケア」という概念を導入する必要性を明らかにした意義は大

きいとされている．

宮下修行先生は，マイコプラズマ肺炎の画像診断には，すりガラス影・小葉

中心性粒状影・気管支壁肥厚など，特徴的な所見があり，患者背景，臨床症

状，検査所見などと組み合わせることによって，抗菌薬選択に際しての有用な

手段となるとされている．

佐々木結花先生は，結核感染症診断の最新の動向を解説された．結核患者減

少の対策のなかで潜在性結核感染の重要性を強調され，現在その診断手技とし

て汎用されているQFT-(G や T-SPOTを用いた判定基準と判定上の留意点に

ついて詳述されている．

森本耕三先生らは，非結核性抗酸菌症(NTM 症)対策の大原則は，「正確に

診断され，長期戦略的なフォローが受けられ，しかも治療ではマクロライドを

耐性化させない必要がある」ことであると述べられている．ただ，これが実際

には非常に困難で，未解決の課題が大変多いとされている．

常世田好司先生は，「感染を記憶する骨髄」という魅力的な題名のもとに，

液性免疫応答にかかわる記憶細胞を中心に論じておられる．特に，未だどこに

いるか不明な記憶 B細胞だけでなく，記憶ヘルパー T細胞も感染の成立に不

可欠であることが明らかになっているとされている．

西田篤司先生らは，アレルギー性気管支肺真菌症においては，原因となる菌

種にかかわらず，肺の破壊が進んでしまってからでは十分な治療は困難であ

り，早期に発見して対処することが重要であるが，アスペルギルス以外は原因

菌に対する解明が十分ではなく，今後の課題とされている．

最後に，この特集をお読みになることによって，呼吸器感染症診療が一層充

実されることを確信する． (三嶋理晃)
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